
高千穂交易株式会社 2025 年 3 月期中間決算説明会 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。ただいまより、高千穂交易株式会社 2025 年 3 月期中間決算

説明会を開催いたします。本日はお忙しい中ご視聴くださいまして、誠にありがとうございます。 

本日のスケジュールについて、ご説明申し上げます。はじめに、代表取締役社長、井出尊信よりエ

グゼクティブサマリーを、管理部長、岩本昌也より 2025 年 3 月期第 2 四半期累計決算、経営企画

室長、鶴保直子より、2025 年 3 月期通期見通し、その後再び社長の井出より、中期経営計画の進

捗について、ご説明させていただきます。 

その後、質疑応答のお時間を設けております。質疑応答は、Q&A 機能よりご質問内容の入力をお

願いします。送信は説明の途中でも可能です。なお、ご質問いただいた方のお名前については読み

上げず、質問文のみ代読します。匿名でご質問いただくことも可能です。 

お時間の関係で全ての質問へのご回答が難しい場合がございますが、あらかじめご了承ください。 

説明会終了時刻は 3 時 20 分頃を予定しております。終了後にアンケート画面が出てまいります。

ご回答のご協力を、ぜひよろしくお願いします。 

それでは井出社長、よろしくお願いします。 
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はじめに 

 

井出：代表取締役社長の井出です。本日はご視聴いただき、誠にありがとうございます。本日は、

画面に映しております目次の通りに進めてまいります。 
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１．エグゼクティブサマリー 

 

まずエグゼクティブサマリーからご説明します。2025 年 3 月期第 2 四半期累計の連結業績は、売

上高 133 億 1,400 万円、営業利益は 9 億 3,600 万円、経常利益は 8 億 1,100 万円、当期純利益は 5

億 9,400 万円となりました。 

売上高、営業利益については、前年同期比で増収増益となりました。この要因の一つ目は、クラウ

ドサービス&サポートでクラウドサービスのライセンス数が積み上がってきたことや、保守契約を

新規で獲得できたことによるものです。 

二つ目は、システムで外資系企業のオフィス向けセキュリティシステムの販売が好調だったこと

や、グローバルの利益率が改善したことによるものです。 

当期純利益については、為替差損を計上した影響で前年同期から減少しましたが、先ほどご説明し

た理由で営業利益が増加したことにより、上半期予想の 5 億 4,000 万円を上回りました。 

2025 年 3 月期の通期計画については、5 月に公表した数値からの変更はありません。売上高は

269 億円、営業利益は 20 億 5,000 万円、経常利益は 20 億円、当期純利益は 14 億 9,000 万円を計

画しています。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

4 
 

一株当たりの年間配当金については、前年から 2 円プラスの 160 円を予定しています。 

エグゼクティブサマリーは以上です。 

 

２．2025 年 3 月期 第 2 四半期（累計）決算 

連結業績ハイライト 

 

岩本：管理部長の岩本です。私からは、2025 年 3 月期第 2 四半期決算について、ご説明いたしま

す。 

まず連結業績ハイライトになります。2025 年 3 月期第 2 四半期の業績は、クラウドサービス&サ

ポートが好調で、営業利益は前年同期より 31.2%増加して 9 億 3,600 万円となりました。上半期の

営業利益としては、2 年連続で上場来の最高益を更新しております。 
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また、営業外で為替差損を計上したことが影響して、当期純利益は前年同期より減少しましたが、

営業利益が増加したことにより、上半期予想の 5 億 4,000 万円を上回っています。 

 

セグメント別業績 

 

次に、セグメント別の業績について、ご説明いたします。クラウドサービス&サポートの売上高

は、前年同期比 23.2%増の 17 億 7,300 万円、営業利益は前年同期比 61.2%増の 3 億 8,600 万円、

営業利益率は 5.2 ポイント上昇して 21.8%となりました。 

システムの売上高は、前年同期比で 8.3%増加、47 億 2,600 万円、営業利益は前年同期から 1 億

8,100 万円増加して 8,400 万円、営業利益率は 4 ポイント上昇して 1.8%となっております。 

デバイスの売上高は、前年同期比で 1.6%減の 68 億 1,400 万円、営業利益は前年同期比 18.6%減の

4 億 6,500 万円、営業利益率は 1.5 ポイント減少して 6.8%となりました。 
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クラウドサービス&サポートが好調であったことに加えて、前年度にシステムセグメントで発生し

た防火システム事業の追加工事費用が今期はなかったことが、営業利益が大きく改善した要因とな

っております。 

 

セグメント別業績（クラウドサービス＆サポート） 

 

ここからは各セグメントの詳細について、ご説明いたします。まずクラウドサービス&サポートの

業績ですけれども、売上高は前年同期から 3 億 3,300 万円プラスの 17 億 7,300 万円となりまし

た。 

保守事業では、新規契約の獲得やお客様の拠点が拡張したことによる既存契約の拡大で増収となっ

ております。 
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クラウドサービス事業では、ライセンス数が積み上がってきたことで増収になりました。加えて、

クラウドネットワーク製品がホテル、飲食チェーン店などの大手企業に採用されたため、機器代と

初期費用も業績を押し上げました。 

営業利益は、クラウドサービスの増収と保守事業の利益改善によって、前年同期から 1 億 4,600 万

円プラスの 3 億 8,600 万円となりました。 

 

MSP サービスの契約状況 

 

次に、クラウドサービス事業の主力である MSP サービスの契約状況に関するグラフです。MSP

サービスとは、クラウドネットワーク製品の保守運用と稼動監視をアウトソーシングできるサービ

スになっていまして、サービスの概要については決算説明資料の 32 ページをご参照いただきたい

と思います。 
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MSP サービスの 2024 年 9 月末の契約数は、1 万 8,929 ライセンスとなりました。今年度の新規契

約数は 1,635 ライセンスで、月次解約率は 0.76%なっています。 

 

セグメント別業績（システム） 

 

次に、システムセグメントの業績です。売上高は前年同期より 3 億 6,100 万円プラスの 47 億

2,600 万円となりました。ビジネスソリューションがけん引し、外資系企業のオフィス向けにセキ

ュリティシステムの販売が好調でした。 

営業利益は、前年同期より 1 億 8,100 万円プラスの 8,400 万円となりました。グローバルで前年度

に発生した防火システムの追加工事費用が今期はなくなったこと、あと収益率が高い案件に注力し

たことなどによって改善しております。 
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サブセグメント別に見ていきますと、リテールソリューションの売上高は、前年同期より 4,100 万

円プラスの 16 億 4,500 万円となりました。GMS 向けでは監視カメラ、顔認証システムのリプレー

ス需要を取り込み好調に推移しました。 

一方でアパレル向けでは、前年度大型案件を計上していましたので、今期は減少となりました。 

次に、ビジネスソリューションの売上高は、前年同期より 3 億 1,200 万円プラスの 16 億 6,700 万

円となりました。外資系企業のオフィスに向けて、拠点拡張や移転による需要を取り込み、入退室

管理システムや監視カメラの販売が伸長しました。 

最後に、グローバルの売上高は、前年同期より 600 万円プラスの 14 億 1,300 万円となりました。

前年度から引き続き、タイの国家電力計画の策定が遅れています。このため、発電所向けの一部案

件が今も止まっている状況です。 

そのような状況ですが、当社は大型の案件を獲得することができたため、サブセグメントの合計で

は、微増という結果になっております。 
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セグメント別業績（デバイス） 

 

次に、デバイスセグメントの業績詳細です。売上高は前年同期から 1 億 900 万円マイナスの 68 億

1,400 万円となりました。メカトロニクスでは、金銭機器や複合機向けの販売が好調でしたが、エ

レクトロニクスでは、お客様の生産調整が影響して減少している状況です。 

営業利益は、エレクトロニクスの減収および一過性費用の計上、為替変動により粗利率が低下した

ことにより、前年同期から 1 億 600 万円マイナスの 4 億 6,500 万円となりました。 

サブセグメント別に見ていきますと、エレクトロニクスの売上高は、前年同期より 4 億 2,700 万円

減少し、42 億 1,100 万円となりました。エレクトロニクスでは、お客様側で半導体の在庫消化が

続いている影響を受けました。 

そのような状況ですが、民生機器向けは当社を採用いただいている最終製品の販売が好調で、生産

台数が増加して好調に推移いたしました。 
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また、想定よりも上半期で受注残の納品が進捗したため、通期計画に対する進捗率は 53.1%となっ

ています。 

次に、メカトロニクスの売上高については、前年同期より 3 億 1,700 万円増加して 26 億 200 万円

となりました。メカトロニクスでは、新紙幣改刷の需要を取り込み、金銭機器向け機構部品の販売

が伸長しました。複合機向けの機構部品についても、オフィス回帰が進んだことにより、複合機の

生産が増加し、好調となりました。 

またキッチンなどの住宅設備向けに企画開発品が採用され、横展開が進んだことも業績に貢献しま

した。 

 

資本効率改善状況 

 

次に、資本効率改善の状況について、ご説明いたします。棚卸資産は 2024 年 9 月末で 45 億 1,800

万円となりました。 
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主にデバイスの受注残納品によって、3 月末より約 6 億円減少している状況です。ですけれども、

まだまだ高い水準だと認識しておりますので、発注コントロールなどの取り組みを引き続き進めて

いきたいと考えています。 

債権債務につきましても、取引条件の見直しを実施し、交渉を進めることで、キャッシュフローの

改善に取り組んでまいりたいと考えております。 

私からの説明は以上です。ありがとうございました。 
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３．2025 年 3 月期 通期見通し 

連結 PL＜計画＞ 

 

鶴保：経営企画室長の鶴保です。私からは、2025 年 3 月期通期見通しについて、ご説明します。

2025 年 3 月期の通期見通しは、売上高 269 億円、売上総利益 69 億円、営業利益 20 億 5,000 万

円、経常利益 20 億円、当期純利益 14 億 9,000 万円を計画しています。 

システムで前年度に発生した防火システムの追加工事の費用が今期はなくなることに加えて、クラ

ウドサービス&サポートを成長させることで、増収増益を計画しています。 

予想 ROE は 8.6%で、EPS は 163.09 円、一株当たりの年間配当金は 160 円を予定しています。 
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セグメント別 売上高・営業利益＜計画＞ 

 

次に、セグメント別の売上高、営業利益の見通しです。2025 年 3 月期の計画につきましては、ク

ラウドサービス&サポートの売上高は、前年比 34.9%増の 42 億円、営業利益は前年比 37.9%増の 7

億 3,000 万円を計画しています。 

同様に、システムの売上高は、前年比 3.5%増の 96 億円、営業利益は前年から 4 億 5,200 万円増加

して 3 億 8,000 万円を計画しています。 

次にデバイスの売上高は、前年比 2.1%増の 131 億円、営業利益は前年比 6.8%減の 9 億 4,000 万円

を計画しています。 
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クラウドサービス＆サポート売上高＜計画＞ 

 

ここから、セグメント別の売上高を詳しく見ていきます。まず、クラウドサービス&サポートで

す。通期の売上高は 42 億円を計画しておりまして、内訳は保守事業で 21 億円、クラウドサービ

ス事業で 21 億円です。通期の計画に対する上半期の進捗率は、42.2%となっています。 

保守事業では、大型保守契約の獲得、既存契約の拡大、価格改定などで計画達成を目指します。 

クラウドサービス事業については、まず MSP サービスで代理店政策を強化します。また、大企業

をターゲットに大型案件の獲得を目指します。 

クラウド型ネットワーク製品については、工場や物流設備向けに伸びる見込みです。 

その他、クラウドサービスについては、自社開発したプラットフォーム、Cloom を起点にクロス

セルを増加させることや、サイバーセキュリティなどの新商材の立ち上げを強化し、伸ばしていき

ます。 
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システム売上高（サブセグメント別）＜計画＞ 

 

次に、システムの売上高計画について、ご説明します。通期の売上高は 96 億円を計画しておりま

して、内訳はリテールソリューションで 35 億 3,000 万円、ビジネスソリューションで 30 億 8,000

万円、グローバルで 29 億 9,000 万円です。通期の計画に対する上半期の進捗率は 49.2%となって

います。 

リテールソリューションでは、GMS 向けで監視カメラ、顔認証の増設、リプレース需要を取り込

み、好調に推移する見込みです。 

また、アパレル向けにつきましては、前年度大型案件で好調だったため、前年から減少になる想定

です。 

ビジネスソリューションでは、データセンターと外資系企業のオフィス向けのセキュリティシステ

ムが伸びる見込みです。また国内の製造業向けに、セキュリティシステムの増設やリプレースも見

込んでいます。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

17 
 

グローバルでは収益率の高い案件に注力して、売上額としては減少する想定です。 

 

デバイス売上高（サブセグメント別）＜計画＞ 

 

次にデバイスの売上高計画について、ご説明します。通期の売上高は 131 億円を計画していて、

内訳はエレクトロニクスで 79 億 3,000 万円、メカトロニクスで 51 億 7,000 万円です。通期の計

画に対する上半期の進捗率は 52%となっています。 

エレクトロニクスでは、顧客の生産調整影響を鑑み、通期で前年より減収になる計画です。その中

でもプラスになるものとしては、最終製品が好調な民生機器向けや AI サーバー向けの電源モジュ

ールです。 

厳しい事業環境ではありますが、好調な市場向けの販売を強化して、通期計画の達成を目指してい

ます。 
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メカトロニクスでは、新紙幣改刷による影響が下期はなくなってしまいまして、上半期も好調だっ

た住宅設備に採用された企画開発品や、複合機向けの機構部品が好調に推移する見込みです。 

 

四半期別構成比率 

 

次にこちらのスライドでは、四半期別業績の構成比率を示しています。セグメント別の進捗率で

50%未満の数字もあったため、ご参考にご覧ください。 

これまでの当社業績は、第 4 四半期、次に第 2 四半期に業績が偏重する傾向にあります。これは主

にシステムセグメントの製品がお客様にとって設備投資の対象になることが多いため、決算月であ

る 9 月、3 月に設置完了、検収が増加することによるものです。 
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株主還元 

 

最後に株主還元です。2025 年 3 月期の年間配当につきましては、前年より 2 円増配の 160 円を予

定しています。連結業績予想から配当性向 100%で計算し、中間配当は 58 円となります。期末配

当につきましては 102 円で予定しています。 

私からの説明は以上です。 
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４．中期経営計画 2022-2024 の進捗 

中期経営計画 2022-2024 の全体像 

 

井出：ここからは、中期経営計画の進捗について、私からご説明します。2022 年 4 月から始まっ

た中期経営計画のスローガンですけれども、「ニューノーマル時代における新たな価値創造」で

す。数値目標については、2025 年 3 月期の経常利益を 20 億円、中計期間の ROE を 3 期平均で

8%としました。 

この目標の達成に向けて、ガバナンス、事業戦略、資本戦略に関する各種取り組みを進めてきまし

た。 
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ロイヤルカスタマー戦略の進捗 

 

最初にロイヤルカスタマー戦略の進捗について、ご説明します。ロイヤルカスタマー戦略とは、当

社が付加価値を提供することで、ご満足いただけるお客様を創出し、関係強化を目指す戦略のこと

になります。 

ロイヤルカスタマーとは、1 社当たりの年間売上高が 3,000 万円以上のお客様を指しております。

この戦略では数値目標を二つ設定しております。一つ目はロイヤルカスタマーの社数を 130 社超

に増やすこと。もう一つは、全顧客の平均売上高を 20%アップさせることです。 

全顧客の平均売上高は、2024 年 3 月期に 1 年前倒しで目標を達成しましたので、今期の目標は

1,400 万円としております。上半期の進捗につきましては、ロイヤルカスタマーの社数は 71 社と

なりまして、前年同期から比較すると 8 社増加ということで、順調に進捗しております。 

全顧客の平均売上高についても、前年同期から 11%アップとなって、今のところ順調に増加して

おります。 
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またサブセグメント間のクロスセルも増加しており、全顧客のうち、クロスセル実績のある顧客数

は前年同期から今のところ 7 社増となっております。 

 

将来のコア事業 サイバーセキュリティ 

 

次に、将来のコア事業の一つになるべく進めているサイバーセキュリティ事業について、ご説明い

たします。当社は工場の IoT 化や自動化など、セキュリティリスクが上昇している製造業向けに

OT セキュリティという分野の事業を開始しております。 

この市場のマーケットリーダーである米国 Nozomi Networks 社製の販売代理店として、多くの導

入実績を持つテリロジー社と 8 月に資本業務提携を行いました。 

また、サイバーセキュリティの対策がまだ整っていない中小企業を主なターゲットとした製品ライ

ンナップの拡充も進めているところです。 
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当社はサイバーセキュリティの分野にリソースを集めて、中長期的に伸ばしていきたいと考えてお

ります。 

 

システムセグメント セキュリティソリューション 

 

次に、データセンター向けのビジネスについて、ご説明します。こちらはシステムセグメントのビ

ジネスソリューションで行っているビジネスとなります。 

現在、このビジネスは、サブセグメントであるビジネスソリューションの売上の約 2 割の規模で、

次期中計については、2025 年 3 月期の 2 倍超となるよう、事業拡大を目指しております。 

このビジネスにおける当社の強みですけれども、コンサルティングからシステム設計、設置工事、

そしてアフターサービスまで、これをワンストップで実施できるということが強みになります。 

システム設計においては、数百台規模の監視カメラ、カードリーダーの設計を実施しています。 

設置工事については 1 年から 2 年と、長期にわたる工事の施工管理を行っております。 
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これまで数多くの案件を手がけてきた経験とノウハウに基づくプロジェクトマネジメント、これが

お客様に選ばれる理由になっております。 

また国内のデータセンター市場は、日本がアジアの拠点になっていることに加えて、経産省も国内

事業者への投資を推進しているため、市場が拡大している状況です。 

当社はグローバルでシェア上位の外資系のデータセンター事業者にご採用いただいており、その事

業者様でも今後も建設数の拡大が予定されております。 

 

システムセグメント 「モノ売り」から「コト売り」へ 

 

次に、システムセグメントのリテールソリューションの取り組みについて、ご説明いたします。リ

テールソリューションでは、お客様の課題を把握して解決する手段としての製品提案を強化してい

ます。 
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具体的には、小売店向けに不明ロス低減プログラムを実施しています。これは 1970 年から万引き

防止システムを販売してきた知見をもとに、商品ロスを削減するためのプログラムを、お客様に合

わせて構築するものになります。 

内容としては、店舗調査を実施して、その結果をもとに商品の陳列方法や、監視カメラの設置場所

のアドバイス、防犯効果を高める挨拶の仕方のトレーニングなど、ソフト面でもこういったご提案

を行っております。 

このプログラムを通じて把握した課題をもとに、お客様に最適な製品を提案しています。 

人手不足が課題となっている中で、適切なハードを取り入れることが、従業員の方の負荷を下げる

ことにつながります。 

また当社では、AI による映像解析技術で万引き行動を検知する veesion など、新しい技術を使っ

た製品の取り扱いも強化しております。このような製品についても、プログラムの中で、お客様に

合った利用方法をご提案しております。 

このように、リテールソリューションでは当社ならではの付加価値をご提供することで、価格競争

が厳しい中でも、市場シェアを伸ばすことを目指しております。 
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経営基盤の強化（人材戦略）、広報 IR 

 

次に、経営基盤の強化、それと広報 IR の取り組みについて、ご説明します。まず人事制度を 4 月

に改定したことで、管理職の若手、それと女性の登用が進んでおります。チームを細分化してポス

トを増やし、等級制度を変更し、実現しました。 

開始から半年が経ち、特に若手の新マネージャー、女性のマネージャーも 4 名増えたのですが、非

常にモチベーションも高く、仕事への取り組みなど積極的になったなと、肌で感じているところで

す。 

他には厚生労働省の「くるみん」認定の取得や、いわゆる社内副業である社内ダブルワーク制度の

開始など、取り組みを実施しました。 

広報 IR については、プレスリリースや SNS などで対外的な情報発信、企業 PR を強化しておりま

す。 
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企業パーパスの策定 

 

最後に、10 月に発表した企業パーパスについて、ご説明します。当社のパーパスは社員参加型で

策定したもので、「技術の力と、人へのやさしさで空間に「新しい必要」をつくる。」としまし

た。 

将来予測が困難な時代と言われている中で、当社はもちろん変わっていく必要があります。そうい

った中で、当社は何を大切にしていくのか、改めて見直すことができました。今後はパーパスを軸

に、社員のエンゲージメントを高める取り組みを続けて、企業価値向上につなげたいと思っており

ます。 

当社からのプレゼンは以上になります。 

司会：ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、これより質疑応答のお時間といたします。Q&A 機能より、ご質問内容の入

力をお願いいたします。それでは、ご質問よろしくお願いします。 

質問者 [Q]：最初のご質問です。「第 2 四半期では為替差損を計上していますが、為替が業績に与

える影響について教えてください。また、現在為替が円安に推移していますが、業績の見通しはど

うなりますか」というご質問をいただきました。 

鶴保 [A]：こちらは私、鶴保から回答させていただきます。第 2 四半期では 9 月末の為替レートが

1 ドル 143 円台ということで、期初から円高に推移した影響で、為替差損を 1.5 億円計上していま

す。 

当社の今期計画ですが、外貨建ての仕入れの割合が約 55%、外貨建ての売上の割合が約 25%を想

定しています。私達、債務の支払のサイトよりも債権のサイトのほうが長いということで、この想

定通りの割合でいきますと、為替が円安に進むと粗利益のマイナスの影響よりも営業外で計上する

為替差益のプラスのほうが大きくなる見通しになっております。以上です。 

質問者 [Q]：続いてのご質問です。「クラウドサービス&サポートの 7 月から 9 月の営業利益率が

23%と好調だった理由は何ですか。また、第 3 四半期以降の営業利益率は、この高水準が続くので

しょうか」というご質問をいただきました。 

鶴保 [A]：ご質問ありがとうございます。こちらも私からご回答させていただきます。クラウドサ

ービス&サポートの営業利益率が好調だった理由というのは、主に三つございます。一つは利益率

の高い MSP サービスなどのクラウドサービスが増収になったことです。二つ目は、保守で価格改

定を実施したことになります。三つ目は、機動的な人材配置を進めたことによって、保守事業の人

件費が減少したためです。第 3 四半期以降もサービスごとの売上構成に大きな変化や特殊な事情が

起きなければ、同程度の営業利益率の水準と見込んでおります。以上です。 

質問者 [Q]：続いてのご質問です。「MSP サービスで月次解約率が以前より上昇しているようで

すが、理由はなんでしょうか」というご質問をいただきました。 

鶴保 [A]：ご質問ありがとうございます。こちらも私からご回答させていただきます。解約率が上

昇している理由について、ご説明させていただきます。MSP サービスの契約期間は、さまざまあ

るんですが、大体 3 年から 5 年契約というのが多くなっています。当社の MSP サービスですが、
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2020 年頃から契約が、こちらのグラフにもあります通り、増加してきております。今はちょうど

その契約が満期を迎えるものが多くなってきています。 

基本的には、通信インフラに関するサービスなので解約となるケースは少なくて、解約率も 1%未

満で低い水準ではあると考えています。ですが、契約数自体が積み上がってきたこととか、競合環

境も激化しているので、解約率は今までと比べれば少し上昇していくものと考えています。 

このビジネスに関しては代理店販売がメインですので、代理店政策を強化することで契約を更新し

ていただけるように取り組んでまいりたいと思います。以上になります。 

質問者 [Q]：続いてのご質問です。「社長から見て、現中計の課題は何ですか」というご質問をい

ただきました。 

井出 [A]：こちらは私から回答させていただきます。現中計の課題についてですけれども、大きく

二つあると思っています。まず一つ目は、海外子会社を含めた事業ポートフォリオ。そしてもう一

つは、戦略投資枠の活用。M&A なども含む、この投資枠活用はちょっと課題かなと思っておりま

す。 

また加えて、今の中計で成長を掲げていた新規事業についてもビハインドしているという認識にあ

ります。クラウド型のビジネスを三つ立ち上げたんですけれども、クラウド型の RPA などは、市

場投入が少し早すぎたという判断をして、取りやめたものもありました。 

今は、サイバーセキュリティ事業に切り替えて、リカバリーするべく取り組んでおります。この課

題については、次期中計でも引き続き、取り組んでいきたいと思っております。以上です。 

質問者 [Q]：続いてのご質問です。「システムの営業利益が改善した理由を教えてください」とい

うご質問をいただきました。 

岩本 [A]：ご質問ありがとうございます。私から回答いたします。システムセグメントの営業利益

は、先ほどご説明させていただきました通り、ビジネスソリューションの増収に加えまして、あと

前年度に計上していたタイで行っている防火システム事業の追加工事が今期はなくなったというこ

とで、増益となっております。 

他にも、タイの小売店舗向けのセキュリティシステムも好調でして、サブセグメントのグローバル

の収益率が改善したというのが理由になっております。以上です。 

質問者 [Q]：続いてのご質問です。「メカトロニクスの新紙幣改刷による売上の影響額はどれくら

いだったのでしょうか」というご質問をいただきました。 
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岩本 [A]：ありがとうございます。こちらも私からご回答いたします。新紙幣改刷による需要につ

いては、2023 年 4 月頃から今年 9 月頃までが高い状況でした。また需要がほとんどなかった 2 期

前、2 年前の 2023 年 3 月期上期と比較すると、今年度の上期についてはおおよそ 2 億円ほどプラ

スになっているという状況です。以上です。 

質問者 [Q]：続いてのご質問です。「半導体の市況について、足元の状況を教えてください」とい

うご質問をいただきました。 

井出 [A]：ご質問ありがとうございます。こちらについては私から回答します。半導体市場は、ま

だ非常に厳しい状況が続いております。というのも、お客様側でまだ在庫を多く持っているという

状況が続いていると。これが要因になります。特に車載向け、そして産業機器向けなどは、お客様

が在庫を多く持っているといった状況になります。 

下期も事業環境は厳しいとみておりますが、AI サーバー向けや次世代メモリなど、新たな需要増

の話も出てきておりますので、来年 1 月以降ぐらいからは受注が回復してくるとみております。以

上です。 

質問者 [Q]：続いてのご質問です。「戦略投資枠 30 億円の使用状況を教えてください」というご

質問をいただきました。 

井出 [A]：ご質問ありがとうございます。こちらも私からご回答申し上げます。先ほど、中計の課

題の一つとして掲げましたけれども、この戦略投資枠の使用状況ということですが、前期末にご報

告した金額の約 8 億円は、もう実施済みになります。それと、今年 8 月に実施した資本業務提携で

約 3 億円と、今現在 11 億円ほどを使用しています。 

現在も M&A の検討はしていますので、今後も使用する可能性はあります。戦略投資枠はただ必ず

しも使い切るというわけではなくて、効果を見極めながら、引き続き活用を検討していきたいと思

っております。以上です。 

質問者 [Q]：最後の質問となります。「クラウドサービス&サポートの今期計画は、ストックビジ

ネスが多いことを考えると、達成が難しそうに見えますが、どのような見込みですか」というご質

問をいただきました。 

鶴保 [A]：ご質問ありがとうございます。こちらは、再度私、鶴保から回答させていただきます。

売上高は今通期計画に対する進捗率が 42%ほどになっています。計画よりもやはりビハインドし

ている状況ですが、ご認識の通り、ストックビジネスのみで急激な成長は難しいのですが、クラウ

ドネットワーク製品導入時の機器代や、保守のスポット対応などで、フロー収入に当たる部分も、
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こちらのクラウドサービス&サポートには入っています。こちらを伸ばすことで計画達成を目指し

ていきたいと思っています。 

また、先ほどご質問いただきましたクラウドサービス&サポートの営業利益率は、前年のマイナス

要因がなくなったことや価格改定などの効果があって、想定よりも上振れしている状況です。 

なので、こちらの営業利益率をしっかり維持することで、営業利益の額については計画をしっかり

達成していきたいと考えています。以上になります。 

司会 [M]：これをもちまして、質疑応答のお時間を終了いたします。最後に社長の井出より、ご挨

拶がございます。社長、お願いします。 

井出 [M]：改めましてになりますが、本日はお忙しい中、当社の決算説明会を視聴いただき、誠に

ありがとうございました。今後とも、何卒よろしくお願いいたします。 

司会 [M]：ありがとうございました。これをもちまして、本日の決算説明会を終了とさせていただ

きます。 

この後アンケート画面が出てまいります。ご回答のご協力を、ぜひよろしくお願いします。 

本日は最後までご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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